
 

 

 

  

 

 

 「東京のそなエリアで見学したのと違っ

て、地震はいろいろな被害をもたらすこと

が分かった。」「今まで家では聞けなかった

楢葉町の 3.11 がどんな被害だったのか、

わかった気がした。」これらは実際に昨年末

に能登に行き、輪島の人々と交流してきた

子どもたちの言葉です。こども教室では、1

年間をかけて、様々な支援や交流を続けて

きました。その集大成となる現地での直接

交流。今回は楢葉町商工会青年部の皆さん

も義援金をもってかけつけてくれました。 

「ぼくたち子どもや楢葉に住む大人を輪島

に連れて行って、輪島の被災の状況を知っ 

てもらうツアーを企画したい。そして楢葉の防災への備えをさらに充実してもらいたい。」 

「子どもたちの笑顔が輪島では見られないと悲しがっていたので、楢葉の子供教室のような活動を

輪島で企画して、輪島の子どもたちと大人が一緒に活動する機会を創りたい。」 

これまで現地に寄り添いながら、継続してかかわってきた子どもたちが、大変な被災地であっても

現地の人々に温かいもてなしを受けたからこそ生まれた考えだと思います。センターでは同じ被災

地である輪島とのつながりを大切にし、輪島と楢葉という 2 つの地域で、子ども、学校そして地域

が協働して、地域を創生する取り組みを次年度、重点的に実施する予定です。 

ぜひ、保護者、地域の皆様もご参加いただければと思います!!!  
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輪島と楢葉の協働プロジェクトチームが結成!!! 

 

被災した能登島水族館を見学     隆起した黒島海岸を見学   輪島では大歓迎を受けました  一緒にマミーすいとんづくり 

    

地元高校生ととともに調理    皆さんに振舞います    ハンドマッサージで癒しました   仮設住宅で話を聞きました 



1 月、日本で最も先進的な教育を展開している自治体の

一つであり、昨年度、防災に関する協定を締結した神奈川

県の鎌倉市で、教育長をはじめとする教育委員さんと小中

学校の校長先生らを対象とした研修を実施しました。1 日

目は、かつて福島県の教育総務課長として復興教育を推し

進め、今は鎌倉の教育長をなさっている高橋洋平さんの講

話。その後は小中学生の放課後のサードプレイスの視察、

２日目は御成中学校の授業を参観したり、不登校スペース

の見学などもしました。教育について議論する教育委員さ 

んと、実際の学校教育をリードする校長先生とが一緒に先進地を視察したり、話を聞いたりするこ

とは、震災以降初めてのこと。今回の共通体験をもとに、さらに教育環境の充実を図っていきます! 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1 月 25 日に郡山で復興に関する様々な体験活動を実

施した団体が招待され、代表校として楢葉町の事例を報

告しました!!! 小学生のみの団体は楢葉だけということ

で、関心も非常に高かったですが、期待に応えて子ども

たちは英語のスピーチも含めて、堂々と発表しました。

福島県教育委員会からは「教育効果の非常に高い取組で

あり、幅広く県内に発信できたことは、県のこれからの

事業につながる素晴らしい成果」と評価されました。 

 

  

 

〇 全国コミュニティ・スクール 20 周年記念フォーラムについて 

2 月 28 日（金）に文部科学省にてフォーラムが開催され、全国の小中学生を代表して、楢葉中学

校 2 年生の新田暖馬さんがパネルディスカッションに参加します!!! YouTube でも配信されますの

で、ぜひご覧 

ください!!! 

 

 

 

・鎌倉で目指すのは「炭火」のような学習者です。炭火は子どもたちが内在するワクワク感を自分の中

で育て上げ、生涯にわたって持続的に学び続ける姿を象徴しています。炭に火をつけるには、環境の巧

妙さや高度な専門性とともに、子ども観を変えていくことが最も重要です。「子どもたちはわかりやす

く指示しないと動かない」といった考えを改め、一人ひとりの子どもがもつワクワク感や学ぶ意欲に寄

り添い、子どもたちのポテンシャルを伸ばしてあげる発想が重要だと考えています。学びは本来、学び

手のものであり、教えるものではなく、自ら掴みとっていくものです。先生方には、その環境をデザイ

ンする役割を担ってもらいたいと考えています。鎌倉市では「個別最適で協働的な学びにチャレンジす

る学びの最先端」を目指した日本初の「学びの多様化学校」を設置します。個別最適化のみにとらわれ

ると、一人で端末相手に授業動画をやればよいというようになります。それは孤立した学びです。そう

ではなく、誰か共に学ぶことで自分の学びが励まされ、また前に向かっていくのです。これが協働的な

学びです。このようにして、すべての子どもたちに炭火のように長く主体的に学んでいくことにつなげ

ていきたいと考えています。 

 

 


